
部会で出された主なご意見と区役所の対応・考え方（令和6年度第３回）

当日の回答 補足等

1
港区の予算が何に使われているのか、必要な事に必要な分だけ使う事
が理想だと思う。予算案の資料についてもっとわかりやすくできないか
と思う。

予算案について、主に増減している事業に関して説明すると、コミュニティ育成支
援事業では、７年度は万博が開催されるため、６年度に行っていた万博啓発活
動等がなくなることや地域防犯・安全対策事業では、経費見直しや車両整備な
どにより減額しています。
６年度の区長自由経費合計4億5千万円に対し７年度は8億4千万円に増加し
ていますが、交流会館の基金3億5千3百万円が区政推進基金へ積み立てられ
たためです。

同左
協働まちづくり推進課
（安全安心）

2
港区で働く一人として、区役所の人手不足を感じている。今はAIの時代
とも言われているので、郵送作業に機械を導入するなど作業を効率化
したり、職員数を増やすこともお願いしたい。

行政では毎年人員削減が行われる一方、政策判断により増員が必要な場合も
ありますが、正規雇用ではなく、会計年度任用職員などで対応していることも課
題と考えています。特に福祉人材は、高齢化などの社会課題に対応するため、必
要な人員配置をしっかりと要望し、工夫しながら進めていきたいと考えています。

同左
協働まちづくり推進課
（安全安心）

3

日中の電車利用時、外国人観光客が多いと感じている。大阪港駅は昼
間でも混雑しており、豪華客船が来るとさらに人が増える。朝潮橋駅も
Asueアリーナ大阪でのコンサート後、多くの人がレストランに並ぶ様子
を見た。万博期間中、さらなる混雑が予想される。地域の活性化や経済
的には良いことだが、住民としては生活のしづらさも懸念している。この
1年間、経済の活性化と住環境のバランスを取りながら過ごせるよう対
応いただけたらと思う。

同左
協働まちづくり推進課
（エリア開発）

4

港区は万博への通り道になるが、現段階でも地下鉄の乗客数が増えて
いる。万博本番では常時満員電車が予想され、経済は潤うが、混雑や
騒音を危惧しており、地元の人々には嬉しさと迷惑が半々だと思う。電
車やバスの増発などの対策なども検討いただければと考えている。港
区は観光地、交通の拠点、住みやすい住宅地がコンパクトにまとまった
地域だと思う。弁天町地区や海遊館周辺はもっと栄え、朝潮橋周辺は
静かさが保たれると良いと考えている。朝潮橋駅周辺は公共交通が弱
く、オンデマンドバスは良い取組と感じた。

同左
協働まちづくり推進課
（エリア開発）

5
三十間堀入堀や築港地区の埋立についての計画があればお聞きした
い。

三十間堀入堀については、地域の安全を考えて埋め立てる計画を大阪港湾局
が進めていますが、事業の採算性確保が課題となっています。大阪港湾局と連
携し、埋立後のまちづくりを地域の意見をお聞きしながら進める予定です。
築港南地区の埋立は、平成初期からの計画で、バブル崩壊後は休止状態でし
たが、万博やIRをきっかけに動き出しています。水辺の活性化を目指し、大阪港
湾局は民間事業者と連携した再開発を検討しています。区役所は賑わいと住環
境のバランスを考慮し、まちづくりを進めていく方針です。

同左
協働まちづくり推進課
（エリア開発）

観光と暮らしの両立は、京都を代表例として全国で課題となっています。観光客
に日本の暮らしを理解してもらう啓発が重要です。観光庁は多言語での注意書
きなどにも力を入れています。「ツーリストシップ」という、良い旅行者になろうとい
う言葉もできています。地域の暮らしを尊重し、地元でお金を使い、交流すること
が重要です。防災の観点からも「おもてなし防災」として外国人観光客向けに多
言語での情報発信をしています。経済活性化は必要で、人が集まり定着するた
めには、関係人口を増やすのが重要です。観光の町にしていく流れは止めず、良
いモデルを作ることをめざしておりますので、皆さんの意見やアイデアをいただき
たいと思います。
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6

綺麗な絵の上に落書きされることは、大都市では避けられず、落書きを
消しても、いたちごっこになりがち。汚れが簡単に落ちる塗料があると聞
いたので、それを使って絵を描けば、落書きがあっても綺麗に落とせる
のではないか。参考にしていただければと思う。

（ご意見のみで回答なし）
協働まちづくり推進課（安

全安心）
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